
平成21年９月橋本市議会定例会会議録（第３号）その５ 

平成21年９月８日（火） 

                                          

（午後１時00分 再開） 

○議長（中西峰雄君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 順番10、12番 辻本 勉君。 

〔12番（辻本 勉君）登壇〕 

○12番（辻本 勉君）ただ今議長のお許しを

いただきましたので、一般質問を行いたいと

思います。 

 まず、衆議院選挙で政権交代がなされまし

た。私の所属する連合和歌山も民主党政権実

現に向けて総力を結集して戦いまして、国民

の理解をいただきまして政権交代がなされま

した。その中で、やはり国民はこれからの政

治は教育と福祉というものが大変大事だとい

うことが出されまして、このことに国政だけ

ではなしに市行政においても今後このことを

最重点課題として取り組んでいくことが、市

民の期待にこたえられる政治であろうかなと

思っております。 

 そういう意味で、今回は幼保一元化の５カ

年の見直しについてをまずお尋ねしたいと思

います。本当に橋本市の子どもたち、特に大

変大事な幼保の時代をいかに過ごしていくか

ということが大変重要でありますので、その

環境整備をすることが行政の最優先課題では

ないかなと思っております。 

 幼保一元化５カ年計画に基づきまして、高

野口こども園が本年４月に開園いたしまして、

本市の幼保の再編整備がスタートを切りまし

た。計画どおりだと次は隅田地区であります。

しかしながら、当初予定どおりに進行してい

ないのが現実であります。高野口こども園す

ら１年遅れ、隅田については大変遅れが心配

されております。そんな中で、下兵庫・河瀬

地区からの要望書も提出されておりますが、

現状どのようになっているのかということに

ついてお尋ねしたいと思います。 

 今の状況を考えますと、大幅な計画のずれ

が生じると予測されます。そしてそのことに

よる大きな影響が発生するのは必至でありま

す。どのようなことが生じ、それに対応する

施策は考えているのでしょうか。また計画の

見直しは考えているのでしょうか。以下の点

についてお尋ねをいたします。 

 現在の状況及び隅田地区で実施されている

説明会、そしてその説明会を受けて設立され

ました懇話会での地域保護者の意見について

お尋ねいたします。 

 続いて、２番目として、５か年計画の大幅

見直しは必至だと考えますが、いかがですか。 

 ３番目として、大幅遅れに伴う影響につい

てということで、特に老朽化した施設につい

ては耐震問題等含めまして大きな問題が発生

すると考えられますので、そのことについて

詳しくご答弁をいただきたいと思います。 

 続いて２番目ですが、市役所本庁舎を中心

とするいわゆるシビックゾーンにおける公共

施設配置の将来構想についてであります。 

 本庁舎、市民会館、図書館を含む教育文化

会館及び周辺に位置する橋本小学校、橋本幼

稚園、橋本保育園の耐震問題と、（仮称）保健

福祉センター建設に合わせて、本年３月18日

の市議会全員協議会にシビックゾーン整備に

関する基本計画が報告されました。 

 しかしながら、何分にも（仮称）保健福祉

センター建設に伴い早急に作成されたもので

あるとの感は否めません。 

 このシビックゾーンが庁内全体の、職員全

体のものになっているかといえば大変疑問が

あるわけであります。本庁舎と教育文化会館
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の耐震補強工事がなされようとしている中で、

全体構想を明らかにし、広く市民の意見を聞

き、市民に理解を得、さらにスタッフを充実

させて（仮称）第２次橋本市長期総合計画の

主要施策としてシビックゾーン基本構想、そ

して整備計画へと進めていかなくてはなりま

せん。改めて現時点での考えをお尋ねいたし

ます。 

 まず１番目ですけれども、第１次シビック

ゾーン整備計画についてということで、３月

18日に出されておりますけれども、各施設の

状況と実際21年からの５カ年計画になってお

りますので各施設の状況と当面の方針、それ

といろんな工事に伴う行政各部署の配置につ

いて詳しくお知らせください。 

 ２番目、耐震補強と解体、新築という工事

関係では三つの方法があるわけでありますけ

れども、将来のことも考えながら、予算のこ

とも考えながら、耐震補強をして、一時しの

ぎをして使っていくのがいいのか、全く利用

価値がない施設であれば解体して取り壊して

いくという方法がいいのか、大変大事な施設

であるので、将来を見越してこの際新築をし

ていくといういろんな考え方がありますので、

そのことを十分吟味した中で今回のシビック

ゾーン計画が出されているのかどうかについ

てお尋ねいたします。 

 それと、３番目は将来構想についてであり

ます。先ほども言いましたが、第２次長期総

合計画のほうに出していくということであり

ますので、当然もう将来に向けて基本的なこ

とを検討するという段階ではないのかなと思

うんです。当初の第１次計画は若干、急につ

くったという感が否めないので、本来こうい

う大事な問題、これは本市にとっても市民に

とっても大変大事な問題でありますので、じ

っくり腰を据えてスタッフの充実を図りなが

ら当然やっていかなくてはならないし、全体

を挙げてやっていくべき問題でありますので、

そのことを踏まえて将来構想についてお尋ね

いたしたいと思います。 

 １回目の質問をこれで終わります。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君の一般質

問に対する答弁を求めます。 

 企画部長。 

〔企画部長（吉田長司君）登壇〕 

○企画部長（吉田長司君）第１次シビックゾ

ーン整備計画における各施設の整備状況、当

面の方針及び各行政部署の配置についてお答

えいたします。 

 まず、各施設の整備状況につきましては、

市役所本庁舎及び教育文化会館におきまして

は、それぞれ平成19年度と平成20年度に実施

した耐震診断結果をもとに、本年度耐震補強

工事のための実施設計を行っています。あわ

せて耐震補強工事施行時の課題整理を行い、

速やかに工事着手ができるように関係各課と

の調整を行っておりますが、工事期間中の安

全性の確保や市役所等を利用される方々の駐

車場確保などの課題もあり、おのおのの施設

機能を確保しつつ市民の利便性を損なわない

ようにするためには、改めてスケジュールの

再調整も必要であると考えております。また、

中央公民館や図書館の利用につきましても、

代替施設での利用方法について調整を図って

いるところでございます。 

 市民会館におきましては、現在耐震診断を

実施しており、今後計画の検討に要するＩｓ

値は本年度内に確定する予定であります。市

役所機能の移転先の一つである北別館につい

ては、橋本市開発公社、橋本市文化スポーツ

振興公社及び橋本市森林組合にご協力をいた

だき、現在旧ＪＡ紀北かわかみ学文路グリー

ン店の改修工事を進め、本年10月下旬に移転

開業していただく予定となっております。具

体的な日程につきましては、広報はしもと10
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月号において、市民の皆さまや利用者の方々

に周知してまいりたいと考えております。 

 保健福祉センターの建設をはじめ、本庁舎、

教育文化会館等の耐震化については、これら

の課題に対応するための一つの施策でしかあ

りませんが、今後は将来的ビジョンに対する

具体像を示していくためプロジェクトチーム

を設置し、十分な協議のもと（仮称）シビッ

クゾーン基本構想を策定していくことといた

します。 

 保健福祉センターにおきましては、本年度

基本設計を行うため、今議会に補正予算とし

て計上させていただいており、平成22年度よ

り順次実施設計、建設工事を進め、計画どお

りいけば平成24年度完成見込みとなります。 

 次に、当面の方針と行政各部署の配置につ

いてでございますが、既に説明させていただ

いております保健福祉センター建設計画では、

施設の効果的な運用を図るため、福祉事務所

機能を移転する計画となっており、今後はこ

の移転に伴い生じる空間の活用方法も含め、

市民の利便性の向上をかんがみた中で新たな

配置計画と全体スケジュールの見直しを行っ

てまいりたいと考えます。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（森本健二君）登壇〕 

○健康福祉部長（森本健二君）幼保一元化５

カ年計画の見直しについてのご質問にお答え

します。 

 １点目、現在の状況と隅田地区での地域・

保護者の意見についてですが、ご承知のとお

り計画に基づく１番目の施設として、４月に

認定こども園「高野口こども園」を開園いた

しました。２番目の施設として計画されてい

るすみだこども園については、その再配置に

ついて昨年より地元区や保育園、幼稚園の代

表者と懇談会を開催してまいりましたが、最

終的な結論に至っておりません。懇談会では、

すみだ保育園隣接地へこども園を建設するの

であればアクセス道路を拡幅してほしい、隅

田地区の西地域での交通の便の良いところに

こども園をつくってほしい、もっと時間をか

けて議論してほしい、幼稚園が廃園になると

地域の文化の中心がなくなる、送迎に不安を

感じるなどの意見をいただいております。ま

た、下兵庫区、河瀬区からは当該地区へのこ

ども園建設の要望をいただいております。 

 ２番目のご質問であります耐震補強、解体

及び新築についての考え方ですが、現在本市

では小学校等の教育施設や不特定多数の方々

が利用する官公庁施設として市役所本庁舎、

教育文化会館などの耐震化を優先的に進めて

おります。今後の公共施設の耐震対策として

は、計画的に耐震診断を実施し、耐震補強、

解体、新築についての判断を引き続き行って

まいりたいと考えます。 

 また、耐震補強等については多額の費用を

要するため、各施設の機能、利用状況、長寿

命化のための調査などを実施し、施設の維持

管理のためのコスト等、総合的に分析した上

で的確に結論を出してまいります。 

 最後に、橋本市シビックゾーンにおける将

来構想についてお答えいたします。 

 シビックゾーンはさまざまな行政サービス

の拠点であり、これまでの行政サービスの提

供はもとより、今後の重要課題でもある安

心・安全のまちづくり、少子高齢化対策など、

新たな行政機能によるより一層の充実が必要

であると考えます。 

 次に、計画の見直しについてですが、すみ

だこども園の進捗の遅れから、各こども園の

開園予定は大幅に遅れる見通しとなっていま

す。また、園児数の将来推計を最新のデータ

をもとに見直し、この将来園児数と地域バラ

ンスに配慮しながら、建設場所やこども園を
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構成する保育園、幼稚園の再検討を行ってい

るところであり、隅田地区におけるこども園

の再配置の方針決定とあわせて計画を見直し

てまいりたいと考えています。 

 次に、計画が大幅が遅れた場合の耐震問題

への対策についてですが、対象保育園、幼稚

園の多くは昭和50年前後に建設されており、

老朽化が進んでいます。計画を着実に進める

ことでこうした老朽化施設への対応も可能と

なりますが、事業進捗が遅れている現状から、

年次計画を立て来年度から順次耐震診断を行

い、問題のある施設については早急に対応し

ていきたいと考えていますので、ご理解いた

だきますようお願いいたします。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君、再質問

ありますか。 

 12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）それでは再質問してい

きたいと思います。 

 隅田地区での説明会のご回答をいただいた

んですけれども、長い間開催されていないと

思うんです。最終がいつされたか、ちょっと

僕今聞きもらしたんですけれども、長い間会

議が開催されていないと思うんですが、そん

な中で説明会でも要望がかなり出ていました。

そして、懇話会でもいろんな議論はされてい

るんですけれども、それを受けてなぜもっと

積極的に次の、計画からいきましてももうか

なり遅れているんですね。今すぐにできたと

ころで。なぜもっと早く地域の方の意見を聞

いたら議論する場をまた設けて返していかな

いんだと。そうしないと遅れるばかりでしょ

う。実際地域の方は、市長も来られて市長の

ほうから見直しを検討しますという答弁をい

ただいておるんですね。ということは見直し

ていただけるという期待感を絶対持ちますわ

ね。そうでしょう。そういう期待感を持たせ

ておいて進み具合が大変悪いのに、なぜもっ

と積極的に話し合いをしないんですか。そう

でないと何ぼでも遅れるばかりですよ。だか

ら地元と、地元から出てきた意見をどうして

いくんだということを議論して、それを地元

へ返していくという作業が、見ていたら全く

されていないんですね。それはどういうこと

なのかちょっと答弁いただけますか。 

○議長（中西峰雄君）保健福祉センター幼保

一元化整備室長。 

○保健福祉センター幼保一元化整備室長（山

本芳弘君）ただ今、辻本議員のほうからご質

問いただきました隅田地区のすみだこども園

再配置計画懇談会というのを昨年７月に第１

回を開催いたしまして、本年１月に第２回を

開催したところでございます。この点につき

ましても、昨年12月に辻本議員のほうから同

様の質問をいただいております。その中で一

定ご説明もさせていただいたわけでございま

すが、当初１回目に地元の関係区長、それか

ら関係の保育園、幼稚園の保護者の方を懇談

会の委員として入っていただき、市職員も入

った中で一定開催させていただいたところで

ございます。 

 そうした中で、先ほどご答弁申しましたよ

うな形での意見の集約が出ております。そう

した中で、いろいろと部内でも協議させてい

ただいた中で、今年の１月に第２回の開催を

実施させていただいたところなんですが、そ

の中でも先ほど申しましたような意見が出て

おります。そうした中で、一定内部において

協議をしておりまして、市の５カ年計画に基

づく説明をさせていただいたところですが、

皆さまのほうからこの点についてはなかなか

理解いただける状況ではなく、その調整につ

いて多くの時間を費やしてきたところでござ

います。 

 そうした中で、一つは後で議員のほうから

質問をいただいております耐震化の問題、そ
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れとそういう問題も含めまして新たに協議す

る形となってまいりました。そういう中で市

としての一つの方向を、結果を出しまして、

現在はその懇談会の座長の方と協議をさせて

いただいており、懇談会開催の日程調整に入

っているところでございます。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）かなりの反対、反対と

いいますか、いろんな意見、要望が出てきた

のでそれの調整に大変苦慮しておるというこ

とはわかるんですけれども、でけへんものを

何ぼ部内で話し合いしよっても進みませんね、

これ。だからできるだけやはり地元で説明会

をやって、地元へ行って、どんどんでけへん

ものはでけへん、ほんならどないしたらええ

んやという議論を重ねていって初めて前へ進

んでいくんであって、だから庁内で何ぼいろ

いろ、意見が出てきたやつ、でけへんから調

整しとってもらちあきませんわ、実際のとこ

ろ。そうでしょう。だから、これはできる、

でけへんものはでけへんという形で投げ返し

て、そしたらどないしていくんだという地域

からの意見も出てくると思うんでね。 

 だから、やはり回数を重ねる中で進めてい

くということにしないと、何ぼでも遅れるば

かりですよ。隅田が今やっていてそういう状

況であって、次３番目のところに行きますね。

３番目でまたいろんな話が出てきてまた遅れ

ますわ、実際のところ。次はどこですか、予

定は。かなり遅れますね。そしたら、こんな

計画が本当にできるのかどうか、ものすごく

不安でしょう。だから次は西部地域ですわ。

西部もかなり問題がたくさんあると思うんで

すよ。隅田だけでこれだけかかって、次行っ

て、ずっと行ったらすごいことになってくる

んで、その辺もうちょっと積極的に、取り組

んだ限りは５カ年計画をびしっと出して取り

組んでおる限りはそれに基づいて進めていか

んと、言うたら当初から無理があるような計

画としか思われへんようになってくるんです

よ。 

 毎年１園ずつ開園していくようになってい

るんでしょう。そしたら毎年１園開園しよう

と思ったらどれだけの作業かあるのかという

ことをわかっていかんと、こっちをしながら

でももう次のことを進めるぐらいでないと、

毎年開園でけへん。だからもっと積極的にそ

の辺やってくださいよ。そうでないと進みま

せんのでね。あとの問題はまた後でします。

とりあえず隅田地区の分につきましてはそう

いうことできちっと地域へ返して、再度議論

を十分してください。下兵庫・河瀬区長から

の要望書が出ていますのでね。隅田のことに

ついては所管の、私も文教委員ですので文教

委員会のほうで十分議論していただけると思

いますので、させていただきますので、きょ

うのところは、この場はもう控えたいと思い

ます。 

 続いて、遅れの分ですね。そんな中で５年

計画ですけれども、10年、15年計画になりま

すね、今の状況から見ておったら。特に私は

橋本地域なので、橋本地域は一番最終なんで

すよ。最終なんで言うたらもう10年先、10年

以内にできるかどうかわからへんですね。今

の状況から見ておったら。せやからこの辺で、

ほんまにもう今の段階で根本から見直しをせ

んと無理やと思うんです。そんな中で、耐震

の問題も出てきておるでしょう。当初の５カ

年計画策定の段階では耐震の問題があまりな

かったと思うんですけれども、それ以降耐震

問題が大きく出てきていますので、耐震問題

も出てきて、子どもの安全対策をやっぱりし

ていかなあかん。そんな中で幼保一元化の新

設というか、改築もあるんですけれども、幼

保一元化に合わせて耐震でけへんでしょう。

その辺も含めていったら、ほんまに大幅な見
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直し、根本から見直す気があるのかどうか、

ちょっとその辺答弁いただけますか。 

○議長（中西峰雄君）保健福祉センター幼保

一元化整備室長。 

○保健福祉センター幼保一元化整備室長（山

本芳弘君）今おただしの耐震問題なんですけ

れども、このものにつきましては、先ほどご

答弁いたしましたように計画的に順次古い保

育園のほうからやっていきたいというふうに

考えております。その結果に基づきまして、

現在５カ年計画という形で出させていただい

ておりますこども園計画の順番になっておる

ところですけれども、その結果に基づいてそ

の時点、その時点で出た数値に基づいて対応

を図っていきたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）耐震診断の結果を見て

その都度、その都度やっていくということな

んですが、耐震診断が出て耐震補強をしてい

くのはまた時間かかりますね。そうでしょう。

だから本来言うたら一番大事なところなんで、

もっとほんまに根本的に見直す気はないんか

な、もう一度。この前高野口こども園ができ

ていますけれども、あと四つ、５カ年計画の

うちの四つをもうほんまに基本的に、四つだ

けじゃなしにあとの部分もいろいろあると思

うんですよ。それも含めてこの際きちっと、

耐震補強は別として、耐震補強は当然してい

かなあかんでしょう、これ。だからそれを別

として幼保一元化という中で大幅な見直しを

する気があるんかどうか、もう一回。 

○議長（中西峰雄君）保健福祉センター幼保

一元化整備室長。 

○保健福祉センター幼保一元化整備室長（山

本芳弘君）ちょっと言葉足らずで申しわけご

ざいませんでした。耐震診断をしていくとい

う形と同時に、現在当初策定いたしました子

どもの将来人数、人口なんですけれども、そ

れと今年改めて人口推計を再度子どものほう

を改めて策定、計算してみたところ、やはり

当初作成した子どもの数と今現在との差とい

うものが大きく変わってきております。そう

した中で、当初の子どもの数に合わせての５

カ年計画という形の策定をしていったところ

でございます。しかしながら、子どもの数が

大きく変動してくるということは、こども園

をつくっていく中での策定計画について大き

な影響を及ぼしてまいりますので、その辺も

含めて、耐震と同時にこども園の計画も今後

十分検討させていただきたいというふうに考

えております。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）もう要望にしておきま

す。びしっと見直しをして、改めて幼保一元

化計画というものを議会に提案してください

よ、見直しをして。それもできるだけ早いう

ちに。もう隅田地区がいろんな要望が出てい

てすんなりいくと、進んでいったというので

あればそれはいいですよ。後のことを粛々と

進めてもらったらいいんで、今の状況のよう

に隅田地区が全く進んでいかんというんであ

れば、ここ１年以内の間に再度この幼保一元

化計画を見直したやつを議会に提起してくだ

さいよ。そうでないと、このままで進むわけ

にいかんでしょう。皆さん地域の人なんか全

部順番あとわかっていますわね。いつになる

やわからんでと。もう第一歩でつまづいてお

って、いつになるかわからんでと。そのまま

でいくというわけにいきませんでしょう。だ

からびしっと行政としてこれはもう見直さな

いかんのやと。見直して当然ですよ。もう２

番目でつまづいとるんやから。２番目でもう

何年も遅れが生じておるんですよ。５番目ま

でいったら何年遅れるかわからんでしょう。

そんなものを５カ年計画やいうて堂々と出し
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とったら行政の恥ですわ。再度見直してびし

っとしたものを出してくださいよ。それだけ

とりあえず要望しておきます。ここの分はね。 

 続いて、３番の問題ですけれども、若干耐

震の問題も出ておったんですけれども、先ほ

どのシビックゾーンともちょっと関連するん

ですけれども、庁舎と教育文化会館は耐震診

断されて補強していく予定ですね。今設計や

っておると思うんですけれども、幼稚園と保

育園が何で、幼稚園はもうやっていますね、

耐震診断を。シビックゾーンの計画の中で見

たら、橋本幼稚園は載っておるんですね、耐

震診断が。１次診断でＩｓ値が0.3ですわ。そ

うでしょう。橋本保育園は未実施なんですよ。

シビックゾーン計画を見たらね。橋本幼稚園

が0.3やのに今後の方針で見たら幼保一元化

の検討になっておるんですね。言うたら幼保

一元化計画があるから、それまではもう辛抱

してよと、そういうふうにとれるんですね、

行政の考え方が。そしたら、庁舎とか教育文

化会館、不特定多数の方が来られますよ、実

際は。庁舎の職員もたくさんいる。文化会館

も毎日ようけの方、同じ方がおられるわけで

もないんですけれども、たくさんの人来られ

ますけれども、大人は何かあったきに逃げる

すべを知っていますよ。そうでしょう。幼稚

園児、保育園児、この子どもは何ぼ教えても、

何か災害があったときにどうするんですか。

まず一番先に命が危ないですね。まだ小学生

であれば、毎日の授業というか教育の中で指

導しておれば、それなりに逃げるすべを会得

できるんですよ。せやけど幼保が、自分のと

ころの園舎がどないかなったときに逃げるす

べはあるんですか。尊い子どもの命が一気に

失われるんですよ。 

 だから、本来行政としてはそういう弱い立

場のところから、人にとって危険性の強いと

ころからやはり耐震補強等もすべきではない

のかなと思うんです。特に昭和50年前後に建

設された園があるわけですね。これは近くな

んでシビックゾーンとも関係する部分なんで、

橋本幼稚園、橋本保育園と橋本東保育園は、

保育園はまだ耐震診断されていないんで何と

も言えませんけれども、大変老朽化しとるん

ですよ。大変危険性があるんです。万が一耐

震診断して耐震度が高くても、もう老朽化し

ているのは間違いないんですね。それをどな

いするんだという大きな問題があるんですよ。

幼保一元化の遅れによって、その辺に大きな

影響を与えてくるわけでしょう。耐震補強は

して当然なんですよ。耐震診断して悪かった

ら耐震補強して子どもの命を守るのは当然で

すけれども、昭和50年前後につくられた園が

老朽化してきて、子どもたちの環境としては

よくない。それをどないかしてやらなあかん。

そしたらそれを、幼保一元化になるさかいに

それまで辛抱したらええわというんですか。

これも幼保一元化がすんなり進んで５年だっ

たら辛抱しますよ。辛抱できます。計画出と

って、５カ年計画やから５年でやってくれる

んやと辛抱できますけれども、いつになるか

わからんような状況になって、子どもたちの

教育状況が、環境が悪いのを辛抱せいという

んでは話にならんのでね。だからそういうこ

とを、幼保一元化の５カ年計画の見直しをし

てきちっと出してもらう。なおかつ遅れると

ころの老朽化したそういう園については、こ

ういう耐震はもちろん当然のことだし、それ

以外にも環境整備をきちっとやっていくんや

という、そういう話をしてもらわんと、やは

り次代を担う子どもたちのことですのでね。

その辺どのように考えておられるのかお願い

します。 

○議長（中西峰雄君）保健福祉センター幼保

一元化整備室長。 

○保健福祉センター幼保一元化整備室長（山
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本芳弘君）今シビックゾーンの話が出ました

ので、一つ橋本地区のことにつきましてご説

明させていただきます。 

 現在、先ほど議員のほうからお話がありま

したように、既に幼稚園、小・中学校につき

ましてはほとんどのところが耐震の結果が出

ております。そうした中で、現在保育園につ

いては、先ほどご答弁申し上げましたように

今後年次的に、早急に耐震診断を行っていく

という形を考えているところでございますが、

その中で、橋本幼稚園の耐震結果の数値とい

うのが、数値上非常に悪い数値が出ておりま

す。そうした中で、耐震診断につきましても

橋本保育園についてはできる限り早急に実施

をしていく中で、その結果数値を見て緊急避

難的に橋本幼稚園の園児の方の受け入れ先と

して考えられないかどうかというのも検討し

ていきたいというふうに考えております。 

 それと、その他の保育園につきましても、

毎年次各園とヒアリングを実施しております

ので、それに基づいてその中で優先的に修繕

をしていくべき園につきましては修繕をして

いくという形で計画を持っておりますので、

そういう形の中で対応させていただきたいと

いうふうに考えてございます。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）いろいろあるんですけ

れども、幼保一元化についてはそういうこと

できちっと見直しをしていただいて、市長も

見直しをするという答弁は隅田地区の説明会

でされておるみたいなので、やはりきちっと

見直しをしていただいて、進んでいっていた

だきますようにお願いしたいと思います。時

間の配分上、幼保一元化についてはそれぐら

いにしたいと思います。 

 続いて、シビックゾーンのことにいきたい

と思います。 

 シビックゾーンですけれども、先ほども壇

上で話をさせてもらったんですが、５カ年計

画が出ておるんですけれども、いかんせん（仮

称）保健福祉センターの建設に合わせて、こ

じ付けというのか、そこまで言うたら失礼な

んですが、何かあわててつくっていただいた

ような感覚を受けます。大変優秀な人材がお

られまして、すばらしい計画をつくっていた

だいておるんですけれども、いかんせんこれ

がすべての関係部署、教育委員会部局もあり

ますけれども、いろんなところに浸透してい

るかといったら全く浸透していないというの

が現状だと思うんですよ。これが出たときに

も、教育委員会部局へいろいろ行きましたけ

れども、担当課長ぐらいは全然知りませんで

した。教育長だけが知ってはったのか、次長

だけが知ってはったのか知りませんけれども、

かなり知らん人がたくさんおられました。ほ

んまに大事なシビックゾーンですので、やは

りみんなが同じような意識を持って進めてい

かんとなかなか、いろんな作業があるんでし

ょう。市民に対してもどえらい大きな影響が

出てきますわね。先ほど言いましたように市

民、利用者、特に文化会館、図書館も含めて

この辺は大変市民に大きな影響を与える。先

ほど説明ありましたけれども、工事中は移転

をしていかなあかんと。これも大変な作業で

すよ。こういう大変な作業があるにもかかわ

らず、何か態勢が悪い。進めていく態勢が悪

い。どなたが今後どういう形で進めていくの

かあれなんですけれども、その辺ちょっとど

のように考えておられるのか、答弁していた

だけたらありがたいんですけれども。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）まず急に決まった

計画じゃないかというように言われるわけで

ございますけれども、以前に本庁舎が19年に

耐震２次診断をして改修していかなければい

けないという方向が出ています。ちょうど20
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年度末までかかったわけでございますけれど

も、教育文化会館の耐震２次診断でどういう

ふうな結果が出るかということがありまして、

速報値で改修、新築すれば20億円ほどかかる

ものを５億円程度の改修でいけるという結果

が出た中でまとめさせたという経過がござい

ます。ということで、事業計画でもうたって

いますように、耐震の問題がなければ確かに

本庁舎の増築といいますか、整備とか保健福

祉センターだけの計画になったわけでござい

ますけれども、耐震補強を考えていく中で

大々的な考え方をしていかなければいけない

ような状況になったのは本当のところでござ

います。 

 そういう中で、一番問題になるのが、保健

福祉センターのように新しくつくっていくん

ならいいわけでございますけれども、まず文

化会館、かなり市民に活用されている中での

工事のやり方、それから本庁舎の移転、引き

続いて市民会館となってくるわけでございま

すけれども、現在このシビックゾーンの計画

につきましては、企画経営室が中心になって

やっておるわけでございますけれども、現有

の中でやっておりまして、一番まずいのは連

絡調整がもう少しできていないかなというこ

とを思っています。そういうことで、６月の

議会でも一番先にかかるのが文化会館の工事

ということで、めどとして工事を９月頃とい

うように答弁させていただきました。そうい

うことで、少なくとも半年前にはきちっと計

画ができていなければ市民にも広報ができな

いということもございます。貸し館の分も半

年ぐらい前から入ってくるということもあり

ますので、今後につきましては書いていまし

たように、関係する部署のプロジェクトチー

ムをつくって実施していかなければ、今のよ

うな状態で進めていたらちょっとまずいこと

が起こるのじゃないかなと考えてございます

ので、早急に関係部署とプロジェクトチーム

をつくって、もたれもたれしないような形で

計画を進めていきたいと考えてございます。

現在のところ何もしていないかということで

はございません。今のところ、ほかの館の中

で活用できないところの調査から進めまして、

どういうふうに行事の配置とかそういうのを

できないかということを、教育委員会と私の

ほうでやりとりをやっているような状況でご

ざいます。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）やっていくと、プロジ

ェクトチームをつくってというんですけれど

も、やはり21年度から25年の計画が、年次計

画を持たされておるんで、その中で作業とい

ったら22年、23年、いろんな作業が重複して

いるわけやな、いろんな部署で。そしたら大

変、特に市民に影響するものが大なので、も

っときちっとした体制でやっていかないかん。

だれかが中心になって、やっぱりまとめてい

ける人間がおらんとなかなか進まんと思うん

ですよ。だからそれで言うたら、企業誘致も

大事ですけれども、理事も企業誘致ばかりか

かっとらんと、こんなシビックゾーン、市に

とってもどえらい大きな問題だと思うんです

よ。こういうことにも力を注いでいただける

ような、言うたらそういう人がおらんとなか

なか進まんと思うんですよ。これも多分恐ら

く、この計画も理事の指示でだれかがつくら

れたと思うんですよ。優秀な若い人材がつく

ったと思うんです。大変すばらしい、これだ

けのことをつくろうと思ったら大変だったと

思うんです。日常業務をしながらね。だから

いっぺんその辺理事、どのように考えておら

れるのか。 

○議長（中西峰雄君）理事。 

○理事（塚本 基君）私も組織の中の人間で

ございますので、ご指示があればそのように
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させていただきますけれども、市民の方々が

ご利用いただける施設もありますので、なか

なかそこら辺は難しいと思いますけれども、

ある程度やはり決めにかかった状態で計画を

進めていかんと、あれもこれもといいますと、

前向いて転がりません。ですから、やはり迷

惑かける部分は迷惑かけますけれども、１年

間のご辛抱とかいうふうな形で決めて計画を

進めていかんといかんというふうに考えてお

りますので、私も力不足でございますけれど

も、そういう指示がありましたらそのような

形でしていきたいというふうには考えており

ますけれども。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）細かいことにちょっと

だけ入りたいと思います。 

 教育文化会館が耐震補強をされるというこ

となんですが、図書館も含めてですけれども、

シビックゾーンでいきますと図書館の移転と

いうのが大変な作業ですね。市民会館東のほ

うへかわるという予定だと思うんですが、図

書館、あれだけの蔵書を市民会館のこっち、

東側のところへかわって、それで耐震補強が

終わったらまた向こうへ戻るんでしょう。市

長が言われている４階、５階に図書館と前に

言われていたんですけれども、ここにも書い

ています。図書館を教育文化会館４階、５階

へ移転とあるんだけれども、図書館一つ見た

って大変な作業になるんですね。それと４階

が図書館になると、これまでの橋本市の文化

活動の拠点である文化会館としての機能が大

変制限されてくる、削減されてしまうと。４

階が図書館になって分館として使用不能にな

れば、文化会館としてどんな、今までの役割

を果たせるのかという大きな問題もあるんで

すよ。そうでしょう。文化会館として使える

ところはとこにあるんですか。２階は教育委

員会が入っているでしょう。ホールあります

けれども。３階は中央公民館の部屋があって、

あとちょっと部屋があるだけでしょう。４階

は今まで結構部屋があって、いろんな文化活

動に使用しておったということが、４階が図

書館になってしまったら、文化活動をする拠

点がなくなりますやん。そうでしょう。絵画

の展示の問題とか書道展示の問題とか、いろ

んなことで４階はかなり利用されておったと

思うんです。そういうこともほんまに考えと

るんかということになるでしょう。その辺が

企画のほうで机上でつくったものだから、そ

ういういろんな問題があるんで、やはり庁内

連携をとってプロジェクトチームをつくって

いろんな問題点を出した中でやっていかんと、

実際やる段階でいろんな問題が出てきます。

それもきちっと分館なんかでも耐震補強され

るけれども、美観上悪いと。こんなちょうつ

がいが入って美観上悪いし、老朽化しとって

危険性のあるエレベーターかえれへんという

話もちょっと聞いているんですけども、今こ

のときにかえれへんだらどないするんやと。

そうでしょう。当初、という話をされとった。

エレベーターもかえへん、冷暖房機ももうが

たがたやと。下に高圧電流があって大変危険

だというのに、耐震補強だけでいいのかと。

なおかつ市民にとって利用しにくくなること

をするんだったら、もうちょっと考えていっ

てもらわんと困るなということです。後でち

ょっともう一回ここは触れますので。 

 それと、Ｉｓ値の低い橋本小学校と橋本幼

稚園、これもシビックゾーンの一環、中に入

っていますので、計画でいいますと橋本小中

は一貫校建設予定となって、幼稚園は幼保一

元化の検討ということになっておるんですけ

れども、何でこの辺をもっとシビックゾーン

として出して、小中一貫の話をするまでにシ

ビックゾーン計画として橋本小学校はきちっ

と建設するんだと。あと小学校は耐震が悪い
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のでつぶして新たにつくるんだとか、幼稚園

はどないするんだということを市民にどんど

んＰＲしていかんと小中一貫が進まん状況に

もなってきておると思うんですよ。小中一貫

よりも、保護者から見たら子どもの命のほう

が大事やということになってきますのでね。

その辺も含めてもっときちっとやっていただ

きたいなと思います。 

 あと将来のところで、庁舎の分散型という

のか、今橋本市が考えておるのは分散型、分

割型ですね。ゾーン別に市長が言われたとお

り一般行政はここ、福祉ゾーンは（仮称）保

健福祉センター、教育関係はこっちだと、分

館を中心としてと。ゾーンの分割型がいいの

か、ほんまに総合会館、庁舎も含めて核とい

うかコア型がいいのかどうか、その辺を再度

やはり考えていかないかんの違うかなと思う

んです。旧の市民病院跡地はゾーン計画では

保健福祉センター建設だけなんですけれども、

あの大きな広いゾーンを将来どうしていくの

かと、どない考えておるんやと。将来の絵を

かいた中で（仮称）保健福祉センターをこの

場所に建てますよということであればわかる

んですけれども、この辺もやはりはっきりし

ていただきたいなということだと思います。 

 ここで１点だけ特に強調しておきたいのは、

教育行政、橋本市の大事な教育行政の拠点で

ある教育委員会が入っている教育文化会館、

図書館も含めて、これをああいう耐震補強で

して、今言いました図書館の問題、いろんな

問題があってそれでほんまにええんか、将来

の橋本市の教育行政にとっていいんかどうか

ということ。これは大きな問題があると思う

んですよ。教育行政に力を入れていくのであ

れば、やはり拠点もそれなりのものをやって

いかなあかん。保健福祉センターができて福

祉のゾーンはよくなりますよ、確かに。これ

はなりますけれども、ほんなら教育ゾーンは

どないなるんだということ。そしたら、この

ことを教育委員会はどない考えとんねんと。

財政の問題はありますよ、いろいろと。市長

部局の考え方もあるけれども、教育委員会と

して教育行政の拠点をどない考えとるんやと。

ああいう継ぎはぎでやって、耐震だけでええ

んかどうか。図書館を４階、５階にして、あ

と文化事業に使えるスペースが狭くなる。そ

うでしょう。あのままで今の補強して、教育

委員会、橋本市の教育行政、あそこを拠点に

何年間やるんですか。福祉ゾーンはものすご

くきれいになりますよ。教育ゾーンはどない

なっとるんやといったら、それは教育委員会

としてこうあるべきだという意見を当然市長

部局に投げかけていってもらわんことには、

直接の担当は、やはり教育委員会が物を言う

ていかんことには、シビックゾーン計画の中

で教育ゾーンはこうあるべきだということを

教育委員会が提案してもらわんとだめだと思

うんですけれども。だから教育長、教育行政

の拠点として、あれでいいのかどない考えと

るのか、一度簡単に答弁してください。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）教育委員会としては

一番理想的なのは、ワンフロアでやっていき

たいという理想がございますけれども、そう

いう気持ちは十分ございます。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）もう何回も言うのもあ

れなんで、教育長、やっぱり教育委員会とし

てのプランを持ってほしいんですよ。----- 

----------------------------------------

----------------------------------------

----------------------------------------

----------------------------------------

----------やはり橋本市の教育委員会のある

場所、教育施設の拠点はもっとすかっとした

ところにあるべきだと思います。ワンフロア
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にね。しかし、それを常日頃から出してもら

ってやっていかんと、なかなかこんなん進み

ませんのでね。我々に言えと言われても教育

長が何も言うてくれへんなら我々勝手にしゃ

べっとるだけになりますので、担当のほうか

らやはりきちっと教育委員会、教育行政の拠

点はこうあるべきだということを出してきち

っとやってもらいたいなと思いますので、ま

だ次の第２次長期計画に合わせてのシビック

ゾーン計画もありますので、そのときまでに

きちっとやってください。 

 最後に、今回衆議院選挙も終わりまして、

まず生活が第一ということなんで、今のまま

ではだめだということで改革を期待した多く

の国民の意思が反映して政権交代されたんで

すけれども、これは国だけではなしに市も同

様だと思うんです。市民の生活がやはり第一、

そして市民が将来に対して期待が持てるとい

うのか、政治はやはり夢のある政治でないと

だめだと思うんです。市長も出馬表明されま

したので、最後に市長にシビックゾーンだけ

でなく橋本市の公共施設の配置等も含めて、

市長の思いというか、図書館のことについて

も個人的には市長の思いを何回も聞かせてい

ただきましたけれども、市長の思いを、夢で

も結構なので述べていただいて、出馬表明さ

れていますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（中西峰雄君）市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）辻本議員の再質問にお

答えを申し上げたいと思います。 

 シビックゾーンの議論につきましては、去

年、おととしあたりから非常にいろいろ出さ

れておるわけでございます。その多くのご意

見は市民を思って、そして使い勝手のいい紀

の川流域の中核のまちとして、効率的にすば

らしいものをつくっていくべきだというお考

えが強く出されておるわけでありますけれど

も、何分財政的なこともございますし、ただ

私はこの際教育関係、文化的なよりどころと

保健福祉センターと、今まで保健福祉センタ

ーがあの中に入っておったんですね。すべて

の催しにしたってやるにしたって、あれしか

ないんやから、市民会館とあれを機能しなが

らつくっておった。今度はそれをはっきり分

けてやっていくということで、あまり狭隘で

使い勝手が悪いとかということを私は、市民

会館もあることですから、できるだけうまく

それを、機能を果たしていけるようにしたい

なと思うわけでありますが、新しいものを建

てるということ、これは極力、保健福祉セン

ターだけにとどめたいなと。当分の間は、ま

たあと大きな問題の図書館等の構想も、これ

は私は仮に市長をしていなくても日参しまし

て、そして快適な立派な、さすがにという図

書館をつくっていくことが大事だと。教育が

大事だということは耳にたこができるほど聞

いています。 

 そういうことも含めて、本当に時間は若干

かかっている面もありますし、不手際なもの

もあろうと思いますけれども、期待に沿える

ようなすばらしいシビックゾーンというもの

を、最後にはよかったなというようにもって

いきたいと思いますので、また適切なお力添

え、ご助言をいただきますようお願い申し上

げたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）これをもって、12番 辻

本君の一般質問は終わりました。 

 この際、２時10分まで休憩いたします。 

（午後１時57分 休憩） 
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